
 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 
 

 

 

 
 

 

 
 

 

 

回想法はこんなことをします 
 

 

 
 

 

（1）介護にあっている方から、患者様のプロフィールをお聞きします。 

（2）毎週１回１時間計８回行います。 

（3）記憶の不確かなところを御家族に手助けいただきます。 

（4）思い入れのある時代から開始し、少年期から壮年期までを、その時代の背景、風俗、社会状況を織り 

交ぜつつ進行します。 

（5）けんだま、おはじき、めんこ、５つ玉の算盤、懐中時計、ラムネの空き瓶、大正・昭和初期の小中学校の 

教科書、昭和初期から 30年代にかけての古写真集等を使用します。 

（6）終了後、効果判定をいたします。 

 
 
 

 

 

もの忘れセンターでは、光トポグラフィー

を用い、どんな刺激が、あなたの脳の活

性化に役立つか診断して、家庭での脳活

性化訓練方法をアドバイスします。 
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新年あけまして 
 

おめでとうございます 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

        病院長 東原 英二   
 
 
 

 
 

 
杏林大学病院では患者様に、良質で安全な医療を提供するた

め日々努力をしております。昨年は、救急治療の要望に出来る

だけお応えするための「救急初期診療チーム」、初期医療が決

め手になる脳卒中患者様のための「脳卒中センター」と認知症

の専門診療を行う「もの忘れセンター」を開設しました。   

 

 
 

 

本年は、8月から新外科病棟を運用開始します。昨年は、当

院における手術件数が大幅に増加しましたが、その需要に応

え、またよりよい治療環境を患者様に提供できるものと考えて

おります。 

 地域の皆様に役立つ杏林大学病院として職員一同努力して

参りますので、よろしくお願い申し上げます。 
 
 

 

   2007年 1月

 

 

さらなる地域医療連携を 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

副院長（地域医療連携担当）呉屋 朝幸 
 
 

 

 
 

 

 
 

 

 
 

 

 

昨年は、各医療機関のご協力、院内各部署の支援を得て、

地域医療連携をスタートできました。いただいたご協力、

ご支援には感謝申し上げます。 
 

 

 
 

 

 

本年はさらに、地域の方々のために地域医療機関との医

療連携を更に深化させます。そして、各医療機関と協力の

うえに、この地域で切れ目のない、高い水準の医療サービ

スの構築に努めます。 

本病院としてもさらに内部の体制改革を進めます。そし

て地域住民の皆様の健康を守ります。 

 

2007年 1月 

・新年のご挨拶 

・もの忘れセンターの診療について 

・前立腺癌の治療 

・デジタルマンモグラフィの導入と 

PACSの稼動 

・認定看護師７領域に 

・摂食嚥下チームがスタート 

・１８年度手術件数大幅アップの見込み 

・年末年始の診療記録 

 

も
の
忘
れ
セ
ン
タ
ー
は
昨
年

11
月
14
日
に
オ
ー
プ
ン
し
、
月

曜
日
〜
金
曜
日
の
毎
日
新
患
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。 

開
設
以
来
の
新
患
は

96

名

で
、
年
間
換
算
で
570
名
と
昨
年

の
約
2
倍
の
ペ
ー
ス
で
順
調
に

推
移
し
て
い
ま
す
。 

 

予
約
な
し
で
午
後
に
初
め
て

い
ら
し
た
方
に
は
、
当
日
は
心
理

検
査
を
行
い
、
次
回
に
診
察
と
、

画
像
検
査
予
約
と
な
り
ま
す
。 

保
険
外
診
療
と
し
て
、
家
族
相

談
・
回
想
法
・
光
ト
ポ
グ
ラ
フ
ィ

ー
の
機
能
診
断
が
あ
り
ま
す
。 

個
人
回
想
法
は
15
名
以
上
が

治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。 

1
月
よ
り
、
集
団
家
族
指
導

を
週
2
回
開
始
し
ま
し
た
。
1

回
5
家
族
限
定
で
、
す
で
に
1

月
は
満
員
で
受
付
を
締
め
切
っ

て
い
ま
す
。 

同
時
に
開
設
し
て
い
る
転
倒

予
防
外
来
で
は
、
全
例
に
重
心
動

揺
計
と
歩
行
検
査
な
ど
の
転
倒

検
査
を
行
い
、
国
内
で
は
初
め
て

の
転
倒
手
帳
を
配
っ
て
転
倒
予

防
、
記
録
を
行
っ
て
い
ま
す
。
患

者
様
へ
の
御
案
内
、
御
紹
介
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。 

■
も
の
忘
れ
セ
ン
タ
ー
の
診
療
に
つ
い
て 

 

ドリル、パズルなどの急性効果 
 

 

 
 

 

第２回多摩メディカル

マネージメント研究会

が平成１８年１１月２２

日に当院の大学院講

堂において１７医療機

関の参加により開催

されました。当研究会

は、多摩地区にある

医療機関の事務職員

を対象とした医療連

携や運用に関する研

究会です。第３回は武

蔵野赤十字病院で開

催する予定です。 



■
18
年
度
手
術
件
数
、
大
幅
ア
ッ
プ
の
見
込
み 

 

                         

■
前
立
腺
癌
の
治
療
に
つ
い
て 

前
立
腺
癌
は
、
男
性
高
齢
者
の
代
表
的
な
悪
性
腫
瘍
で
す
。
治
療

法
は
手
術
療
法
、
放
射
線
療
法
、
超
音
波
療
法
、
ホ
ル
モ
ン
療
法
と
多

岐
に
わ
た
っ
て
い
ま
す
。 

現
在
、
杏
林
大
学
泌
尿
器
科
で
は
、
国
内
で
も
他
に
例
を
見
な
い

全
て
の
治
療
オ
プ
シ
ョ
ン
を
揃
え
て
治
療
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。 

①
開
腹
で
の
前
立
腺
全
摘
除
、 

■
認
定
看
護
師 

７
領
域
に 

2006
年
８
月
に
認
定
看
護
師
認
定
審
査
の
結
果
が
発
表
さ

れ
、
全
国
の
認
定
看
護
師
が
2，000
人
を
突
破
し
ま
し
た
。 

当
院
で
も
、
糖
尿
病
看
護･

Ｗ
Ｏ
Ｃ･

が
ん
化
学
療
法･

感
染

管
理･

重
症
集
中
ケ
ア･

新
生
児
重
症
集
中
ケ
ア･

救
急
看
護
の

７
領
域
で
14
名
の
認
定
看
護
師
が
在
籍
し
て
い
ま
す
。 

 

今
後
さ
ら
に
、
ホ
ス
ピ
ス
ケ
ア･

認
知
高
齢
者
ケ
ア
の
２
領

域
の
認
定
看
護
師
が
誕
生
す
る
予
定
で
す
。
ま
た
、
が
ん
専
門

看
護
師
が
、
が
ん
相
談
外
来
や
緩
和
ケ
ア
を
担
当
し
て
い
ま

す
。 認

定
看
護
領
域
は
全
部
で
１７
領
域
あ
り
ま
す
の
で
、
そ
の

４
割
を
超
え
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。 

当
院
の
認
定
看
護
師
は
、
常
に
質
の
高
い
看
護
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
看
護
専
門
外
来
の
開
設
、
職
員
へ
の
教
育
・
相
談
な

ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
専
門
性
を
活
か
し
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

■
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
装
置
の
導
入
と 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

PACS
（
フ
ィ
ル
ム
レ
ス
）
の
稼
動

放
射
線
科
で
は
、
高
画
質
で
患
者
様
に
も
優
し
く
、
ま
た
、
生
検
（
デ

ジ
タ
ル
バ
イ
オ
プ
シ
ー
）
に
も
対
応
可
能
な
デ
ジ
タ
ル
マ
ン
モ
グ
ラ
フ

ィ
装
置
（
シ
ー
メ
ン
ス
社
製
）
を
導
入
し
ま
し
た
。
乳
が
ん
の
早
期
診

断
・
早
期
治
療
に
さ
ら
に
大
き
く
貢
献
で
き
る
も
の
と
期
待
し
て
い

ま
す
。
撮
影
は
認
定
資
格
を
持
っ
た
女
性
技
師
が
中
心
と
な
り
ま
す
。

■
摂
食
嚥
下
チ
ー
ム
が
ス
タ
ー
ト 

適
切
な
摂
食
法
の
管
理
、
指
導
に
よ
っ
て
気
道
感
染
を
予
防

す
る
こ
と
は
、
早
期
の
退
院
と
社
会
復
帰
を
促
進
し
、
Ｑ
Ｏ
Ｌ

を
改
善
す
る
た
め
に
不
可
欠
で
す
。
摂
食
嚥
下
に
関
す
る
知
識

を
深
め
、
多
職
種
連
携
体
制
の
構
築
、
診
療
技
術
の
改
善
、
お

②
腹
腔
鏡
下
前
立
腺
全
摘
除
、

③
放
射
性
ヨ
ウ
素
永
久
挿
入
法

（
小
線
源
療
法
）
、
④
高
線
量
率

組
織
内
照
射
、
⑤
強
度
変
調
放

射
線
治
療(

Ｉ
Ｍ
Ｒ
Ｔ)

、
⑥ 

高
密

度
焦
点
式
超
音
波(

Ｈ
Ｉ
Ｆ
Ｕ)

治

療
を
、
患
者
さ
ん
の
年
齢
・
希

望
、
前
立
腺
癌
の
進
行
度
・
悪
性

度
に
応
じ
て
治
療
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。 

前立腺

膀胱

直腸 超音波探触子（プローブ） アプリケーター針 

線源挿入具 
（アプリケーター） 

線源を充填したカートリッジ 

よ
び
病
棟
機
能
強
化
の
推
進
を

目
的
と
し
、
専
門
的
知
見
か
ら
診

療
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
べ
く
、
診
療

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
作
成
、
教
育
・

研
修
活
動
、
疫
学
的
サ
ー
ベ
イ
ラ

ン
ス
を
活
動
の
三
本
柱
と
し
て

摂
食
嚥
下
チ
ー
ム
が
活
動
を
開

始
致
し
ま
し
た
。
皆
様
の
ご
協
力

を
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

 

診療科 18年度 17年度 前年度比

眼科 2028 1987 ＋41

形成外科 936 824 ＋112

消化器外科 677 628 ＋49

整形外科 596 555 ＋41

泌尿器科 514 384 ＋130

心臓血管外科 346 256 ＋90

呼吸器・乳腺外科 342 302 ＋40

耳鼻咽喉科 308 237 ＋71

脳神経外科 295 229 ＋66

婦人科 283 301 －18

産科 256 201 ＋55

小児外科 230 223 ＋7

皮膚科 95 32 ＋63

救急医学 44 21 ＋23

その他 127 162 －35

合計 7077 6342 ＋735

ま
た
、
前
号
で
お
知
ら
せ
し
た

Ｐ
Ａ
Ｃ
Ｓ
（
放
射
線
画
像
の
フ
ィ

ル
ム
レ
ス
運
用
）
も
順
調
な
経
過

で
運
用
さ
れ
、
今
年
度
中
に
は
一

般
撮
影
も
含
め
全
面
的
な
フ
ィ

ル
ム
レ
ス
運
用
と
な
り
ま
す
。

今
年
度
も
残

す
と
こ
ろ
あ
と

3

ヶ
月
と
な

り
ま
し
た
。
12

月
31
日
現
在
、

手
術
件
数
は
順

調
に
増
え
て
お

り
、
前
年
度
6342

件
に
対
し
て
、

今
年
度

7077

件

で
、
12

%
増
加

し
ま
し
た
。 

診
療
科
毎
の

内
訳
は
表
の
と

お
り
で
す
。

 

■年末年始の診療記録 
（表Ⅰ） 

 18年度 17年度 

患者数（人） 1,721 1,529 

救急車台数 1･2次救急 157 112 

 3次救急 29 29 

3次救急患者数（人） 35 32 

（表Ⅱ） 

診療科別患者数 （人）        

ＡＴＴ 
診療科名 

内科 外科 
内科 外科 精神科 小児科

小児 

外科 

脳神経

外科 

心臓血

管外科

患者数 414 23 99 48 13 255 1 32 4

診療科名 
整形 

外科 
皮膚科 

形成 

外科 

泌尿

器科
眼科 

耳鼻 

咽喉科

産婦 

人科 
ＳＣＵ 合計 

患者数 141 166 67 56 239 113 42 8 1721 

 

昨年 12月 28日午後 4時 30分から本年 1月 4日午前 8時 30分までの年

末年始期間中に、けがや急病で来院された患者様は 1,721 人で前回同時期

に比べて 192 人増となりました（表Ⅰ）。診療科別患者数などは（表Ⅱ）のと

おりです。 


